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要 旨

本研究は，老人クラブ参加者の社会活動状況を明らかにし，活動領域の意向を性・年齢別に分類して特徴を検討

した．結果，社会活動に参加している高齢者は，健康であること，家族などの同居者がいること．活動理由は，知

り合いを増す，地域に貢献できる，やりがいが感じられることがあげられた．ボランティア活動では，７５歳以上の

女性が他の母集団に比べて有意に活動状況が低かった．活動的であった７４歳以下の男性は，体力を必要とする活動

に社会的役割を求め，７５歳以上の男性は，食・安全・趣味の領域で活動希望が高かった．収入を伴う活動への参加

希望は，ボランティア活動より２～３割低い．女性高齢者は，趣味活動に興味を示すとともに，家庭を守ることを

意識していることが明らかとなった．
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Ⅰ．はじめに

これまでの，わが国における高齢者福祉サービスの

主要課題は，要介護高齢者への支援が中心に進められ

てきた．確かに超高齢社会の進展を考えると，介護

ニーズの長期化，重度化，多様化への対応は引き続き

重要な課題である．一方で，高齢者の約８割は介護を

必要としていない高齢者であることが報告されてい

る１）．自立した高齢者の社会経済的エネルギーを活用

し，高齢者が地域とのつながりを持ち続けることは，

高齢者の健康，生きがい形成，主観的幸福感を高める

のに有効であるとする報告がなされている２，３）．高齢者

の知識や経験を社会で活かし，充実した高齢期を送る

ことが可能な社会システムの構築は，地域社会にとっ

ても多くの恩恵を得ることができる．

高齢者の社会活動における非活動要因として岡本ら

（２００６）は，「失敗不安」「誘いが無い」「役立つ技術・

知識・資格が無い」「体のつらさ」「親しい友人や仲間

がいない」ことを挙げている４）．また，社会参加の促

進要因として岡本（２００７）は，「他者との結びつき」「活

動情報へのアクセス」「活動へ結びつく後押し」の３

つを挙げており５），これらが関係し合いながら活動に

至ることを指摘している．この活動条件を満たし得る

組織として，全国に町内会単位で組織化された老人ク

ラブがある．また，高齢者の社会活動は男性の方が積

極的であるとの報告６，７）や，７５歳以上の後期高齢者

に，生理的機能や日常生活動作（ADL）の低下が目
立つことが指摘されている８）．これらのことから，多

くの高齢者が社会と関わりを持ち続けるためには，高

齢者の属性に応じた活動意向を明らかにするとは有意

義である．

そこで本研究は，老人クラブ参加者を対象に，性

別・年齢別に社会活動の状況と活動の意向を明らかに

し，活動支援の方向性を検討する．

Ⅱ．研究方法

１．調査対象

北海道Ｔ市の単位老人クラブ３１団体１４４５人（２０１０年

８月現在）のうち，老人クラブの例会に参加していた

会員６０７人に調査票を配布した．配布に当たっては，

Ｔ市中央老人福祉センターの職員に協力を依頼した．

調査期間は２０１０年９月１５日～１０月１５日として，単位老

人クラブの例会時に調査の趣旨を説明し，同意の得ら

れた会員から郵送法によりアンケート調査票を回収し

た．

２．調査項目

アンケート内容は長谷川（２０１０）が行った「団塊世

代以降の社会貢献に向けた調査」９）の内容を一部改編

し，基本属性４項目（性別，年齢，家族構成，健康観）

と，特定非営利活動促進法に定める１７項目（２０１０年９

月現在）の特定非営利活動（Non Profit Organization
以降 NPO活動と略す）を参考に，社会活動状況，興
味・関心のある活動や収入を伴う活動など５項目，こ
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れに自由記載項目を加えた全１０項目とし回答を求めた．

３．分析方法

分析方法は，各調査項目について基本属性別（性

別・７５歳区分）に分類した後，基本属性・調査項目の

集計結果に基づくクロス集計表を作成して，カイ２乗

検定による統計仮説の検証を行った．５件法による

回答は，「１．全く思わない，２．あまり思わない，

３．どちらでもない，４．少し思う，５．とても思う」

という順序尺度によるため俯瞰的傾向を観るために，

回答１と２，回答３と４と５を併せて２値（思う，思

わない）（ある，なし）に適宜再カテゴリー化して処

理した．分析にあたっては統計解析ソフト PASW
Statistics１８ for Windowsを使用した．
有意水準は５％とし，各変数では欠損値を除外した

ため，有効回答数が常に同一とはならなかった．

４．倫理的配慮

今回の研究で得たデータ・情報は本研究以外では使

用しないこと，質問紙への記載は無記名とし，個人を

特定することはないという２点を書面にて説明し，同

意を得られた老人クラブ会員を対象にした．

Ⅲ．結果

調査対象者６０７人のうち，５７７人の回答が得られた

（回収率９５．１％）．そのうち無回答や基本属性が未記

入の１１１人を除く，有効回答数４６６人（有効回答率

７８．６％）の結果をデータ解析した．

１．基本属性と生活状況について

表１に回答者の属性と配偶者の有無を示した．有効

回答数４６６人のうち７４歳以下の人は１８２人（３９．１％），７５

歳以上の人は２８４人（６０．９％）であった．それぞれの

性別でみると，７４歳以下の男性６１人（１３．１％），女性

１２１人（２６．０％）と，女性が男性の２倍の人数であり，

７５歳以上においては男性９７人（２０．８％），女性１８７人

（４０．１％）と，７５歳以下同様に女性が男性の２倍の人

数であった．

１）平均年齢

全体の平均年齢は７６．９（±６．７）歳，性別では男性

７６．４（±６．１）歳，女性７７．１（±７．０）歳で，全体の平

均年齢と男女の平均年齢がほぼ同じ年齢を示した．年

代別で見ても，７０歳代の人が全体の５１．３％を占めてい

た．

２）同居者の有無

同居者の有無を表１で示した．配偶者が「いる」と

答えた人が全体で２４９人（５９．０％），性別で見ると男性

１２８人（８４．２％），女性１２１人（４４．８％）で，男性に配

偶者がいることが多かった（p＜．００１）．７４歳以下の
人では配偶者が１１７人（６６．９％），７５歳以上の人では１３２

人（５３．４％）で，年齢が若いほど配偶者がいる率が高

く（p＜．０５），それぞれの年代別においても，男性に
配偶者がいることが有意に高かった．（p＜．００１）
子どもとの同居の有無では，「いる」と答えた人が

全体で１３８人（４０．９％），性別で見ると男性３５人（３２．７％），

女性１０３人（４４．８％）で，女性の方が子どもと暮らして

いる率が高かった（p＜．０５）．また，７５歳区分で見て
みると，７４歳以下の人では３８人（３０．４％）に対し，７５歳

以上の人では１００人（４７．２％）で，年齢が高い人の方が

子どもと暮らしている率が有意に高かった（p＜．００５）．
さらに，配偶者や子，親，その他の同居者を含めた

「何かしらの同居者」の有無を見ると，全体では３２０

人（７０．３％）が何かしらの同居者と暮らしており，性

別では男性１３４人（８６．５％），女性１８６人（６２．０％）と

男性が有意に高かった（p＜．００１）．さらに７５歳区分で
は，７４歳以下の男性５０人（８４．７％），女性７７人（６３．６％）

で，男性が有意に高く（p＜．００５），７５歳以上の男性８４
人（８７．５％），女性１０９人（６０．９％）で，男性が有意に

高かった（p＜．００１）．老人クラブに参加する人たちに
は，同居者と生活していることが多い傾向にあった．

性別：区分
７４歳以下 ７５歳以上 男女別

合計
男性（６１） 女性（１２１） p値 男性（９７） 女性（１８７） p値 男性（１５８） 女性（３０８）

配 偶 者

（n＝４２２）
１１７（６６．９％） ― １３２（５３．４％） ＊ １２８

（８４．２％）

１２１

（４４．８％）

２４９＊

（５９．０％）５０（８４．７％） ６７（５７．８％） ＊ ７８（８３．９％） ５４（３５．１％） ＊

親 と 同 居

（n＝２８０）
２（１．８％） ― １（０．６％） n.s. ３

（３．１％）

０

（０．０％）

３

（１．１％）２（５．１％） ０（０．０％） n.s. １（１．８％） ０（０．０％） n.s.

子 と 同 居

（n＝３３７）
３８（３０．４％） ― １００（４７．２％） ＊ ３５

（３２．７％）

１０３

（４４．８％）

１３８＊

（４０．９％）９（２２．５％） ２９（３４．１％） n.s. ２６（３８．８％） ７４（５１．０％） n.s.

他の同居者

（n＝２６５）
７（６．５％） ― ２２（１４．０％） n.s. ４

（４．４％）

２５

（１４．４％）

２９＊

（１０．９％）２（５．３％） ５（７．１％） n.s. ２（３．８％） ２０（１９．２％） ＊

同 居 有 り

（n＝４５５）
１２７（７０．６％） ― １９３（７０．２％） n.s. １３４

（８６．５％）

１８６

（６２．０％）

３２０＊

（７０．３％）５０（８４．７％） ７７（６３．６％） ＊ ８４（８７．５％） １０６（６０．９％） ＊

表１ 回答者数の属性と同居者の状況（７４歳以下１８２人，７５歳以上２８４人，複数回答）

＊：p＜０．０５
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２．社会活動の参加状況

表２に社会活動の参加状況を示したが，欠損値が多

く見られたため，欠損値は除外して分析した．よっ

て，各質問項目の回答数は統一していない．

１）趣味サークル活動（N＝３３０）では，２２９人（６９．４％）
が「している」と回答した．性別や７５歳区分に有意

差は無く，７４歳以下の男性２６人（５９．１％），女性７１

人（７５．５％），７５歳以上の男性４８人（７３．８％），女性

８４人（６６．１％）と，６割～７割の人が活動していた．

２）町内会・自治会（N＝３１９）では，回答者１９８人
（６２．１％）の人が「している」と回答した．性別や

７５歳区分に有意差は無く，男性８２人（６７．２％），女

性１１６人（５８．９％）で，活動率では男性が女性を上

回り，７５歳区分においても６割以上の人が活動に参

加していた．

３）ボランティア活動（N＝２８３）では，回答者の９４人
（３３．２％）が「している」と回答しており，男性４６

人（４５．１％），女性４８人（２６．５％）で男性の活動率

が有意に高かった（p＜．００５）．また，年齢による

有意差が見られ，７４歳以下の人は５２人（４１．３％），７５

歳以上の人は４２人（２６．８％）で，年齢が若い人ほど

ボランティア活動に参加していた（p＜．００５）．さら
に特徴的な結果として，７５歳以上の女性は，他の母

集団よりも活動状況が有意に低かった（p＜．００５）．
４）学習・習い事（N＝２６８）は，回答者の９４人（３５．１％）
が「している」と回答していた．性別による違いは

男性２１人（２３．１％），女性７３人（４１．２％）と女性の

方が男性よりも多く，性別による有意差が見られた

（p＜．００５）．さらに７４歳以下の男性７人（１７．５％），
女性３６人（４６．８）で性別による有意差が見られた

（p＜．００５）．７５歳以上では有意差は見られなかった
ため，７４歳以下の女性の参加率が高い傾向にあった．

５）NPO活動を行っている人は少なく，全体で８名
（３．５％）であった．

３．社会活動への参加理由

社会活動への参加理由を５項目について質問した

（表３）．全体では「知り合いを増やす」「地域貢献」

性別：区分
７４歳以下 ７５歳以上 男女別

合計
男性 女性 p値 男性 女性 p値 男性 女性

趣味・サークル
（n＝３３０）

９７（７０．３％） ― １３２（６８．８％） n.s. ７４
（６７．９％）

１５５
（７０．１％）

２２９
（６９．４％）２６（５９．１％） ７１（７５．５％） n.s. ４８（７３．８％） ８４（６６．１％） n.s.

町会・自治会
（n＝３１９）

８９（６４．５％） ― １０９（６０．２％） n.s. ８２
（６７．２％）

１１６
（５８．９％）

１９８
（６２．１％）３５（７１．４％） ５４（６０．７％） n.s. ４７（６４．５％） ６２（５７．４％） n.s.

学習・習い事
（n＝２６８）

４３（３６．８％） ― ５１（３３．８％） n.s. ２１
（２３．１％）

７３
（４１．２％）

９４＊
（３５．１％）７（１７．５％） ３６（４６．８％） ＊ １４（２７．５％） ３７（３７．０％） n.s.

ボランティア
（n＝２８３）

５２（４１．３％） ― ４２（２６．８％） ＊ ４６
（４５．１％）

４８
（２６．５％）

９４＊
（３３．２％）２２（５０．０％） ３０（３６．６％） n.s. ２４（４１．４％） １８（１８．２％） ＊

NPO活動
（n＝２２８）

５（４．９％） ― ３（２．４％） n.s. ２
（２．５％）

６
（４．０％）

８
（３．５％）１（２．９％） ４（６．０％） n.s. １（２．３％） ２（２．４％） n.s.

そ の 他 １ ０ ― ３ １ ― ４ １ ５

性別：区分
７４歳以下 ７５歳以上 男女別

合計
男性 女性 p値 男性 女性 p値 男性 女性

知り合いを増す
（n＝２６０）

１０７（８８．４％） ― １１６（８３．５％） n.s. ８５
（８５．９％）

１３８
（８５．７％）

２２３
（８５．８％）３６（８７．８％） ７１（８８．８％） n.s. ４９（８４．５％） ６７（８２．７％） n.s.

地 域 貢 献
（n＝２５５）

１０４（８６．７％） ― １０８（８０．０％） n.s. ８９
（８５．６％）

１２３
（８１．５％）

２１２
（８３．１％）３８（８８．４％） ６６（８５．７％） n.s. ５１（８３．６％） ５７（７７．０％） n.s.

や り が い
（n＝２８４）

１０１（８５．６％） ― １２９（７７．７％） n.s. ８７
（７９．１％）

１４３
（８２．２％）

２３０
（８１．０％）３３（８０．５％） ６８（８８．３％） n.s. ５４（７８．３％） ７５（７７．３％） n.s.

経験を生かす
（n＝２３６）

９２（８３．６％） ― ８６（６８．３％） ＊ ８１
（８３．５％）

９７
（６９．８％）

１７８＊
（７５．４％）３５（８７．５％） ５７（８１．４％） n.s. ４６（８０．７％） ４０（５８．０％） ＊

チャレンジ
（n＝２４５）

９０（７８．９％） ― ８６（６５．６％） ＊ ７１
（７３．２％）

１０
５（７０．９％）

１７６
（７１．８％）３３（８２．５％） ５７（７７．０％） n.s. ３８（６６．７％） ４８（６４．９％） n.s.

そ の 他 ０ ０ ― ０ １ ― ０ １ １

表２ 社会活動の参加状況

※参加状況については複数回答であり，欠損値は除外して統計処理を行ったため，各項目の合計は一致しない． ＊：p＜０．０５
※上段は７４歳以下と７５歳以上の合計で，下段は７４歳以下男女差と７５歳以上の男女差を示している．

表３ 社会活動への参加理由

※参加理由については複数回答であり，欠損値は除外して統計処理を行ったため，各項目の合計は一致しない． ＊：p＜０．０５
※上段は７４歳以下と７５歳以上の合計で，下段は７４歳以下男女差と７５歳以上の男女差を示している．
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「やりがい」「経験を生かす」「チャレンジ」の順で高

い結果となった．「経験を生かす」ことでは，男女差

で男性が有意に高かった．

４．興味・関心のある社会活動

興味・関心のある社会活動について，５項目の質問

をした（表４）．７５歳以上の女性のみが他の母集団と

比べて，有意に社会活動への興味・関心が低かった．

５．ボランティア活動の希望領域

NPO活動に定められた活動分野をもとに，ボラン
ティア活動への希望について表５にまとめた．全体の

上位３位が「食品・農業」「地域安全」「文化・芸術・

スポーツ」で，７５歳以上の女性を除き，８割～９割の

人が活動希望を示していた．７５歳以上の女性は，４割

～５割程度にとどまり，他の母集団と比べて有意に低

かった．

性別：区分
７４歳以下 ７５歳以上 男女別

合計
男性 女性 p値 男性 女性 p値 男性 女性

趣味・サークル
（n＝３２１）

１２９（９１．５％） ― １４６（８１．１％） ＊ １１１
（８９．５％）

１６４
（８３．２％）

２７５
（８５．７％）４３（８９．６％） ８６（９２．５％） n.s. ６８（８９．５％） ７８（７５．０％） ＊

町内会・自治会
（n＝３０１）

１１４（８３．２％） ― １１７（７１．３％） ＊ １００
（８２．６％）

１３１
（７２．８％）

２３１
（７６．７％）４２（８４．０％） ７２（８２．８％） n.s. ５８（８１．７％） ５９（６３．４％） ＊

学習・習い事
（n＝２７９）

１０９（８５．２％） ― ９９（６５．６％） ＊ ８３
（７９．０％）

１２５
（７１．８％）

２０８
（７４．６％）３７（８２．２％） ７２（８６．７％） n.s. ４６（７６．７％） ５３（５８．２％） ＊

ボランティア
（n＝２８７）

１０６（７９．７％） ― ９６（６２．３％） ＊ ９４
（８３．９％）

１０８
（６１．７％）

２０２＊
（７０．４％）４０（８３．３％） ６６（７７．６％） n.s. ５４（８４．４％） ４２（４６．７％） ＊

NPO活動
（n＝２４９）

７６（６５．５％） ― ６３（４７．４％） ＊ ７０
（７２．９％）

６９
（４５．１％）

１３９＊
（５５．８％）３１（７３．８％） ４５（６０．８％） n.s. ３９（７２．２％） ２４（３０．４％） ＊

そ の 他 ０ ０ ― １ ０ ― ０ １ １

性別：区分
７４歳以下 ７５歳以上 男女別

合計
男性 女性 p値 男性 女性 p値 男性 女性

食品・農業
（n＝２８４）

１１６（８７．９％） ― １０４（６８．４％） ＊ ９２
（８８．５％）

１２８
（７１．１％）

２２０＊
（７７．５％）３８（９０．５％） ７８（８６．７％） n.s. ５４（８７．１％） ５０（５５．６％） ＊

地 域 安 全
（n＝２７８）

１１７（９０．０％） ― ９６（６４．９％） ＊ ９５
（８９．６％）

１１８
（６８．６％）

２１３＊
（７６．６％）４０（９０．９％） ７７（８９．５％） n.s. ５５（８８．７％） ４１（４７．７％） ＊

文化・芸術・体育
（n＝２８０）

１１３（８６．３％） ― ９８（６５．８％） ＊ ９３
（８８．６％）

１１８
（６７．４％）

２１１＊
（７５．４％）４１（９３．２％） ７２（８２．８％） n.s. ５２（８５．２％） ４６（５２．３％） ＊

産業・消費者保護
（n＝２７０）

１１１（８６．７％） ― ９０（６３．４％） ＊ ８９
（８５．６％）

１１２
（６７．５％）

２０１＊
（７４．４％）３８（８６．４％） ７３（８６．９％） n.s. ５１（８５．０％） ３９（４７．６％） ＊

環境・リサイクル
（n＝２８１）

１１７（８８．０％） ― ９１（６１．５％） ＊ ９３
（８６．９％）

１１５
（６６．１％）

２０８
＊（７４．０％）３９（８８．６％） ７８（８７．６％） n.s. ５４（８５．７％） ３７（４３．５％） ＊

人権・平和
（n＝２７０）

１０６（８６．２％） ― ９１（６１．９％） ＊ ８６
（８５．１％）

１１１
（６５．７％）

１９７＊
（７３．０％）３７（８８．１％） ６９（８５．２％） n.s. ４９（８３．１％） ４２（４７．７％） ＊

まちづくり
（n＝２９０）

１１５（８５．２％） ― ９６（６１．９％） ＊ ９１
（８５．０％）

１２０
（６５．６％）

２１１＊
（７２．８％）３９（８８．６％） ７６（８３．５％） n.s. ５２（８２．５％） ４４（４７．８％） ＊

災害・救援
（n＝２７５）

１０８（８５．０％） ― ８８（５９．５％） ＊ ８９
（８４．８％）

１０７
（６２．９％）

１９６＊
（７１．３％）３９（９０．７％） ６９（８２．１％） n.s. ５０（８０．６％） ３８（４４．２％） ＊

男女共同参画
（n＝２７６）

１０６（８４．１％） ― ９０（６０．０％） ＊ ８７
（８２．９％）

１０９
（６３．７％）

１９６＊
（７１．０％）３８（８８．４％） ６８（８１．９％） n.s. ４９（７９．０％） ４１（４６．６％） ＊

子育て支援
（n＝２６８）

１０２（８３．６％） ― ８１（５５．５％） ＊ ７９
（７９．０％）

１０４
（６１．９％）

１８３＊
（６８．３％）３７（８６．０％） ６５（８２．３％） n.s. ４２（７３．７％） ３９（４３．８％） ＊

保健・医療・福祉
（n＝３０７）

１１１（７８．２％） ― ９３（５６．４％） ＊ ９４
（８３．２％）

１１０
（５６．７％）

２０４＊
（６６．４％）３９（８４．８％） ７２（７５．０％） n.s. ５５（８２．１％） ３８（３８．８％） ＊

国際協力・交流
（n＝２６８）

９９（８０．５％） ― ７６（５２．４％） ＊ ７８
（７６．５％）

９７
（５８．４％）

１７５＊
（６５．３％）３６（８３．７％） ６３（７８．８％） n.s. ４２（７１．２％） ３４（３９．５％） ＊

社会教育・生涯学習
（n＝２７８）

９５（７３．１％） ― ７７（５２．０％） ＊ ８０
（７９．２％）

９２
（５２．０％）

１７２＊
（６１．９％）３４（７９．１％） ６１（７０．１％） n.s. ４６（７９．３％） ３１（３４．４％） ＊

そ の 他 ０ ０ ― ０ ０ ― ０ ０ ０

表４ 興味・関心のある社会活動

※興味関心のある活動については複数回答であり，欠損値は除外して統計処理を行ったため，各項目の合計は一致しない． ＊：p＜０．０５
※上段は７４歳以下と７５歳以上の合計で，下段は７４歳以下男女差と７５歳以上の男女差を示している．

表５ ボランティア活動の希望領域

※ボランティア活動の希望領域については複数回答であり，欠損値は除外して統計処理を行ったため，各項目の合計は一致しない． ＊：p＜０．０５
※上段は７４歳以下と７５歳以上の合計で，下段は７４歳以下男女差と７５歳以上の男女差を示している．
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６．収入を伴う社会活動の希望領域

収入を伴う社会活動の希望を表６にまとめた．上位

の分野は興味・関心のあるボランティア活動項目と同

様の傾向を示したが，希望者の割合は低かった．上位

の３つは「食品・農業」「地域安全」「文化・芸術・ス

ポーツ」の順で高く，７５歳以上の女性を除いた，６割

～７割の人が活動を希望していた．７５歳以上の女性は

２割程度で，他の母集団と比べて有意に低い結果で

あった．

Ⅳ 考察

１．調査対象者の特徴

老人クラブ参加者の特徴として，女性の参加者が多

い．これは男女の平均寿命の差も影響していると考え

られるが，７４歳以下においても女性の割合が多いこと

から，平均寿命以外の要因も関連していると推察され

る．参加者には同居の家族がいる場合が多く，その傾

向は男性が多かった．「配偶者の有無が社会活動に関

連していた」とする先行研究１０，１１）を踏まえると，老人

クラブ入会時は夫婦で登録して活動していたことが考

えられる．さらに活動を行っている高齢者は，健康や

体力に自信があり，家族等により生活の支援が受けら

れることで，老人クラブや他の社会活動に参加しやす

いと考えられる．

２．男性クラブ会員の特徴

１）７４歳以下の男性クラブ会員の特徴

７４歳以下の男性８割以上が配偶者と暮らしており，

高い健康観を有していた．社会活動の参加状況では，

「町内会・自治会」「ボランティア活動」が，他の母

集団に比べて最も高かった．「男性は女性よりも積極

的に社会活動を行っている」と指摘する先行研究と同

様の結果が示された６，７）．さらに年齢で比較しても，

最も社会的活動に参加している集団であった．NPO
活動では，７割以上の人が興味・関心を示していた

が，実際に活動している人は２．９％であった．希望が

あっても参加につながらない要因として，①地域の活

動団体数が少ないこと，②希望に沿う活動内容がない

ことなどが考えられる．実際にＴ市で活動している団

体数は７団体で，活動領域は複数に渡り「保健・医

療・福祉の増進を図る活動」３件，「社会教育を図る

活動」１件，「まちづくりの推進を図る活動」３件，「学

術・文化・芸術・スポーツの振興を図る活動」３件，

「子どもの健全育成を図る活動」２件，「経済活動の

活性化を図る活動」１件，「NPO活動を行う団体支援」
３件（２０１０年１２月現在）１２）である．調査結果から示さ

性別：区分
７４歳以下 ７５歳以上 男女別

合計
男性 女性 p値 男性 女性 p値 男性 女性

食品・農業
（n＝２８６）

８４（６５．６％） ― ６２（３９．２％） ＊ ７６
（６６．７％）

７０
（４０．７％）

１４６＊
（５１．０％）３３（７３．３％） ５１（６１．４％） n.s. ４３（６２．３％） １９（２１．３％） ＊

環境・リサイクル
（n＝２９４）

９０（６５．２％） ― ５８（３７．２％） ＊ ６６
（５７．４％）

８２
（４５．８％）

１４８
（５０．３％）３０（６３．８％） ６０（６５．９％） n.s. ３６（５２．９％） ２２（２５．０％） ＊

文化・芸術・体育
（n＝２９５）

８２（６０．７％） ― ６４（４０．０％） ＊ ７３
（６３．５％）

７３
（４０．６％）

１４６＊
（４９．５％）３１（６７．４％） ５１（５７．３％） n.s. ４２（６０．９％） ２２（２４．２％） ＊

地 域 安 全
（n＝２８４）

８０（６３．５％） ― ６０（３８．０％） ＊ ７３
（６４．６％）

６７
（３９．２％）

１４０＊
（４９．３％）３２（７１．１％） ４８（５９．３％） n.s. ４１（６０．３％） １９（２１．１％） ＊

産業・消費者保護
（n＝２８２）

８１（６２．３％） ― ５７（３７．５％） ＊ ７０
（６２．５％）

６８
（４０．０％）

１３８＊
（４８．９％）３１（６８．９％） ５０（５８．８％） n.s. ３９（５８．２％） １８（２１．２％） ＊

災 害 救 援
（n＝２８６）

７９（６０．８％） ― ５７（３６．５％） ＊ ７０
（６０．３％）

６６
（３８．８％）

１３６＊
（４７．６％）３１（６６．０％） ４８（５７．８％） n.s. ３９（５６．５％） １８（２０．７％） ＊

まちづくり
（n＝２９１）

８５（６２．５％） ― ５３（３４．２％） ＊ ６７
（６０．４％）

７１
（３９．４％）

１３８＊
（４７．４％）３０（６５．２％） ５５（６１．１％） n.s. ３７（５６．９％） １６（１７．８％） ＊

人権・平和
（n＝２８４）

７８（５９．５％） ― ５６（３６．６％） ＊ ６８
（６０．７％）

６６
（３８．４％）

１３４＊
（４７．２％）２９（６４．４％） ４９（５７．０％） n.s. ３９（５８．２％） １７（１９．８％） ＊

男女共同参画
（n＝２８０）

７６（５９．８％） ― ５４（３５．３％） ＊ ６６
（６０．６％）

６４
（３７．４％）

１３０＊
（４６．４％）２８（６５．１％） ４８（５７．１％） n.s. ３８（５７．６％） １６（１８．４％） ＊

育児・子育て支援
（n＝２８２）

７６（５８．９％） ― ５２（３４．０％） ＊ ６３
（５５．８％）

６５
（３８．５％）

１２８＊
（４５．４％）２８（６０．９％） ４８（５７．８％） n.s. ３５（５２．２％） １７（１９．８％） ＊

国際協力・交流
（n＝２７８）

６７（５３．６％） ― ５４（３５．３％） ＊ ６３
（５６．８％）

５８
（３４．７％）

１２１＊
（４３．５％）２５（５６．８％） ４２（５１．９％） n.s. ３８（５６．７％） １６（１８．６％） ＊

保健・医療・福祉
（n＝３０６）

７０（５０．７％） ― ５９（３５．１） ＊ ６１
（５０．８％）

６８
（３６．６％）

１２９＊
（４２．２％）２５（５２．１％） ４５（５０．０％） n.s. ３６（５０．０％） ２３（２４．０％） ＊

社会教育生涯学習
（n＝２８７）

７０（５３．０％） ― ４８（３１．０％） ＊ ５９
（５０．９％）

５９
（３４．５％）

１１８＊
（４１．１％）２７（５７．４％） ４３（５０．６％） n.s. ３２（４６．４％） １６（１８．６％） ＊

そ の 他 ０ ０ ― ０ ０ ― ０ ０ ０

表６ 収入を伴う社会活動の希望領域

※収入を伴う社会活動の希望領域については複数回答であり，欠損値は除外して統計処理を行ったため，各項目の合計は一致しない． ＊：p＜０．０５
※上段は７４歳以下と７５歳以上の合計で，下段は７４歳以下男女差と７５歳以上の男女差を示している．
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れた希望する活動領域と，実際に活動している団体の

活動領域に隔たりが見られることから，活動まで繋

がっていないことが考えられる．これらはボランティ

ア活動の希望領域別で分析しても，「文化・芸術・体

育」「地域安全」「災害・救援」といった，体力を必要

とする活動意志が高く，まだ身体的な老いを感じてい

ないのではないだろうか．

２）７５歳以上の男性クラブ会員の特徴

７５歳以上の男性は，７４歳以下の男性と似た傾向が見

られた．配偶者と暮らす割合が高いこと，健康観が高

いこと，社会活動の参加状況では「趣味・サークル」

が一番高いが，「町内会・自治会」「ボランティア活

動」などの社会的活動には，同年代の女性よりも積極

的に参加している．ボランティア活動の希望領域で

は，全項目において７～９割の高い興味・関心を示し

ており，上位３つでは「地域安全」「食品・農業」「環

境・リサイクル」で，７４歳以下の人と同様に高い傾向

を示した．これらは上記で述べた，「男性が女性より

も積極的に社会活動を行っている」とする先行研究の

結果は，７５歳以上の男性でも同様であった．生活で重

視することは，「趣味」が最も高く，次いで「健康」「家

庭」「仲間との交流」の順で高く，加齢にともなう体

力の低下により，社会的活動よりも個人的活動を重視

する傾向にあると考えられる．

７５歳以上の男性は，個人的生活を重視しつつも，社

会活動の参加理由に「知り合いを増やす」「地域貢献」

「経験を生かす」ことを理由に挙げており，役割意識

が消失していないことが伺える．江原（２０１０）は，「多

くの男性は，『稼ぎ手役割』＝職業人として生活してき

たことから，退職（役割喪失）によってアイデンティ

ティの喪失につながる」と指摘している１３）．男性高齢

者は，７５歳を超えても社会的役割を求め続けているこ

とが考えられる．

３．女性クラブ会員の特徴

１）７４歳以下の女性クラブ会員の特徴

７４歳以下の女性は，配偶者との同居割合が男性より

低く５７．８％で，４割の人が一人暮らしであった．健康

観については８２．６％が高い健康観を有していた．

社会活動の参加状況の上位３つは，「趣味・サーク

ル」「学習・習い事」「町内会・自治会」の順に高く，

「趣味・サークル」「学習・習い事」では，他の母集団

と比べて一番高い傾向となり，「趣味活動には女性参

加者が多い」とする先行研究と同様の結果となっ

た７）．これら個人的活動への参加理由は，「知り合い

を増やす」「やりがい」「地域貢献」の順に高いことか

ら，「趣味」や「習い事」を通して知人を増やし，や

りがいや生きがいを感じながら地域と関わりを持ちた

いと考えていることが伺える．

一方で，ボランティア活動や収入を伴う活動への興

味・関心は，男性と同様に高い結果が示され，内容と

しては，食品・安全をキーワードにリサイクル可能な

まちづくりに興味があると考えられる．

２）７５歳以上の女性クラブ会員の特徴

７５歳以上の女性は，調査対象者全体の４割を占め，

その存在はさまざまな政策や活動においても，軽視で

きない存在である．本調査において７５歳以上の女性の

特徴は，活動状況や興味・関心のある活動，さらにボ

ランティア活動や収入を伴う活動が，他の母集団と比

べて有意に低くかった．全体的に低い活動状況の中，

「趣味・サークル活動」や「学習・習い事」に参加し

ている人は，比較的に高い傾向にあり「趣味活動には

女性参加者が多い」７）とする報告が支持され，「男性が

女性よりも積極的に社会活動を行っている」６，７）と指

摘する先行研究が顕著な形で現れる結果となった．

活動を行う理由は，７４歳以下の女性同様に「知り合

いを増やす」「やりがい」「地域貢献」の順に高く，「経

験を生かす」ことは他の母集団と比べて一番低いこと

から，活かせる知識や技術に自信の無さが伺える．ま

た，生活で重視したい項目では，「家庭」「健康」「趣

味」「仲間との交流」の順に高く，家庭を最も重んじ

ている傾向が明らかとなった．江原（２０１０）は，「か

つての日本社会は，『夫は外で働き，妻は家庭を守る

べきである』という考え方に賛成する人が多く，実際

にも多くの高齢者はこの考え方を機軸に家庭生活を営

んできた」と指摘し，「それを遂行することは，アイ

デンティティの維持や自尊心にとって，不可欠のもの

であった」と述べている１３）．女性高齢者が，趣味など

の個人的活動に意向が強い理由には，「家庭を守る」

ことを良しとする，昔ながらの性役割が７５歳以上の女

性には特に強い影響があると考えられる．

４．NPO活動の可能性

調査時（２０１０年１０月現在）の NPO法人の認証数は，
全国で４１，４１１法人である１２）．本調査で，活動希望が多

かった「食品・農業」といった項目は存在しないが，

冨吉（２０１０）は，NPOポータブルサイト上の「全国
NPO法人情報の検索」において，活動目的に「農」
の文字で検索した結果，２００８年７月時点で，全国に農

業系 NPO法人が９４３件あることを明らかにした．さ
らにこれらをグルーピングした結果，農業支援（２６８

件），農業体験（２１４件），食（１８３件），担い手（１４４件），

有機農業（１３４件）などのキーワードに分かれること

を述べている１３）．調査対象としたＴ市は，農業・工

業・商業で栄えた街であるため，高齢者が「食品・農

業」に興味・関心が高い結果であったと考えられる．

しかし，Ｔ市の NPO団体数は７団体で，活動領域は
限られた内容となっている．Ｔ市では，調査対象者が

希望する活動領域の活動が存在しないので，活動意向

が満されない状況にあるのではないだろうか．
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今後は，７５歳以上の女性たちが抱える生活ニーズを

満たすためにも，活動意欲が高い男性と７４歳以下の女

性の活躍が期待される．

Ⅴ 結論

老人クラブ参加者を，性別・年齢別に社会参加の状

況と活動への意向について分析した結果，以下のこと

が示された．活動的な高齢者は健康であり，家族など

の同居者がいる．活動理由は男女ともに，「知り合い

を増す」，「地域に貢献できる」，「やりがいが感じられ

る」ことがあげられる．

活動状況では，７５歳以上の女性は他の母集団に比べ

て有意に低く，７４歳以下の男性は，体力を必要とする

活動に社会的役割を求めており，７５歳以上の男性は，

食・安全・趣味の領域で活動希望が高かった．収入を

伴う活動への参加希望は，ボランティア活動に比べて

２～３割低い．女性高齢者は，趣味活動に高い興味・

関心を示すとともに，年齢が高まることにより家庭を

守ることを意識していることが明らかとなった．

以上の結果から，老人クラブ参加者の活動支援には

性別や年齢に応じた，意図的な支援システム作りが求

められることが示唆された．
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Activity Needs and Social Participation of Senior Citizen Club Members，Analyzed by Age and Gender

Yasuhiro Ikemori
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Hokkaido

Abstract
This study clarified the current social interactions of senior citizen club members．Their need for activi-

ties was analyzed by features found in their different age and gender groups．It was found that elderly
who continue to participate in society were healthy and have a stable family influence．Reason for partici-
pation was to increase acquaintance，to contribute to the community，and to feel personal fulfillment．Re-
garding volunteer work，females of ７５ years old or over were found to be significantly inactive．Active
males of７４ years old or under do physical activities to take a role in society，whereas males of７５ years
or over wanted to be involved with activities regarding food，community safety，and hobbies．The major-
ity of participants were motivated by volunteer work，with interest decreasing ２０�３０％ when a job is
paid．Elderly females were found to be interested in hobby work and protecting family．

Key words： Elderly，Social Activity，Activity intention
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